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年   月 実 施 内 容 ・ 特 記 事 項 等 

大正 ８年 
１１月 久原房之助氏、創設費として３３０，０００円寄付。 

１２月 通常県会において本校設置に関する予算案決議。 

大正 ９年 １２月 
⼭⼝県⽴下松⼯業学校を現在地に設置認可。（⽂部省告⽰第４５３号）機械

科、応⽤化学科とし、修業年限４ｹ年で、⼤正１０年４⽉より開校の旨告⽰。 

⼤正１０年 
２月 初代校⻑ 後藤秋太郎着任。（県⽴⽔⼾⼯業学校⻑から） 

４月 ⼭⼝県都濃郡末武南村⽴公集尋常⾼等⼩学校の⼀部を仮校舎にあて授業開始。 

大正１１年 
４月 本館、⽣徒控所並びに寄宿舎等新築落成し、新校舎に移転。 

１２月 講堂、実験室、実習室竣工。 

⼤正１３年 
３月 

専門学校入学者検定規定第８条第１号により本校卒業生を専門学校入学に関し

中学校卒業者と同等以上の学⼒を有するものと指定される。（⽂部省告⽰第１０

９号） 

１０月 第１回開校記念式挙⾏。 

⼤正１４年 
３月 第１回卒業式挙⾏。 

１２月 両陛下ご真影、勅語謄本下賜される。 

昭和 ４年 ６月 ご真影奉安殿竣工。 

昭和 ６年 
５月 正来遊⽅校⻑着任。（県⽴会津⼯業学校⻑から） 

１０月 創⽴１０周年記念式挙⾏。 

昭和 ７年 ５月 初代後藤校⻑胸像除幕式。 

昭和 ８年 ８月 応用科学製造工場竣工。 

昭和 ９年 ３月 学則改正により修業年限５ｹ年となる。（県令第１０号） 

昭和１０年 １２月 機械科溶接工場竣工。 

昭和１１年 １２月 本館その他付属建築物完成。 

昭和１２年 

４月 第⼆部設置。（県令第２３号） 機械科、応用化学科（定員４２０名）。 

６月 ⼟屋佐平治校⻑着任。（東京府⽴電気⼯業学校教諭から） 

１２月 製図室敷地購入（１３４坪） 

昭和１３年 
４月 第二本科機械科設置。（⽂部省告⽰第１７３号）（定員５４０名） 

９月 応用化学科第二部実習室竣工（５６坪） 

昭和１４年 

４月 第⼆本科応⽤化学科設置。（⽂部省告⽰第２９４号）（定員６２０名） 

５月 
宮城前広場において「⻘少年学校に賜り３勅語」を下賜され、ご親閲を賜る。（⽣徒

代表参加） 

１２月 製図室竣工。 

昭和１６年 １０月 創⽴２０周年記念式挙⾏。 

昭和１７年 
３月 第⼆部廃⽌。紀元２６００年記念事業として図書室竣⼯（４０坪） 

９月 応用化学第二本科実習室竣工（５０坪） 

昭和１８年 ４月 岸田登記蔵校⻑着任。（県⽴宇部⼯業学校教諭から） 

昭和１９年 

３月 
学制改⾰により修業年限４ｹ年となる。⼭⼝県⽴下松第⼆⼯業学校設置許可。機

械科、応⽤化学科。（⽂部省告⽰第１９号） （のちの定時制） 

 ４月 

⼭⼝県⽴下松第⼆⼯業学校⼊学式挙⾏。戦時非常措置令により応⽤化学科を⼯

業化学科と名称を変更。第⼆本科を専修科と改称。（県令第２０号） 造船科設

置。（県令第２３号） 



５月 機械科第３、４、５学年⼯場動員。 

６月 ⼯業化学科第４学年、専修科第２学年⼯場動員。 

７月 ⼯業化学科第３、５学年⼯場動員。 

昭和２０年 
１月 機械科、⼯業化学科第２学年⼯場動員。 

７月 造船科設置により拡充用敷地１，５０１坪購入。 

昭和２１年 

２月 奉安殿解体撤去。 

３月 ⾃動⾞⾞庫完成（９坪） 

４月 修業年限５ｹ年となる。（⽂部省告⽰第２１号） 

５月 太⽥胤正校⻑着任（県⽴徳⼭⼯業学校⻑から） 

１１月 創⽴２５周年記念式挙⾏。（３⽇間） 

昭和２２年 

３月 
専修科廃⽌。（県教第６３８号）学制改廃により⽣徒募集を⾏わず（⽂部省告

示第５５号） 

４月 
造船科を廃止し、機械科に転科。（県教第４２５号）併設中学校設置。（県告

示第１６３号） 

１１月 
第１回県科学振興展にＤ５１蒸気機関⾞模型出品優勝（以後、昭和２６年ま

で振興展５ｹ年連続優勝） 

昭和２３年 

３月 ⼭⼝県⽴下松第⼆⼯業学校第１回卒業式挙⾏。 

４月 

⼭⼝県⽴下松⼯業学校及び⼭⼝県⽴下松第⼆⼯業学校はそれぞれ⼯業⾼等学

校となる。（県告示第１６８号） 機械科、⼯業化学科。⼭⼝県⽴下松⼯業⾼

等学校に工業化学科１学級増設。（県告示第１７０号） 

昭和２４年 ４月 

⾼等学校新編成により⼭⼝県⽴下松第⼆⼯業⾼等学校は、⼭⼝県⽴下松⼯業⾼

等学校に統合し、定時制課程となる。機械科１学級増設。（徳山工業学校の機械

科廃止のため）「彩澤」初版。 

昭和２５年 
４月 ⼯業化学科に初めて⼥⼦⼊学。 

７月 東寮解体。 

昭和２６年 
１０月 第２運動場造成。 

１１月 創⽴３０周年記念式挙⾏。（３⽇間） 

昭和２７年 ５月 警備員配置。太⽥校⻑、教育功労者として県教育委員会より表彰。 

昭和２８年 
７月 上水道引込み工事完成し、各所に使用開始。 

９月 産業教育振興法により、昭和２８年度設備充実費交付。 

昭和２９年 
７月 ⽂部省産業教育研究指定校となる。（⼯業化学科） 

１０月 定時制が県下初めての夜間運動会を開催。 

昭和３０年 ９月 ⼸道場完成。⽂部省研究指定校によるガス発⽣装置完成。 

昭和３１年 １０月 
創⽴３５周年記念式挙⾏。創⽴功労者久原房之助翁銅像を建⽴し、翁が来校除

幕。初代校⻑後藤秋太郎先⽣胸像を復元。 

昭和３２年 

 １月 ⽂部省産業教育研究発表会開催。（ガス発⽣装置について） 

 ９月 健康優良校として表彰される。（以後、昭和４０年まで９年連続表彰） 

１０月 開校以来初めての全日制、定時制合同運動会開催。 

１１月 校舎改築第１期工事（普通教室１２室）鉄筋コンクリート３階建起工式。 

昭和３３年  ３月 普通教室棟（鉄筋コンクリート３階建３１４坪）新築竣工。 

昭和３４年 

２月 用地２，６８７ｍ２購入。寄宿舎（２４５坪）移築竣工。 

３月 管理棟（鉄筋コンクリート３階建３４１坪）改築竣⼯。 

５月 図書館移築竣工。 



８月 １号職員住宅（１７．９３坪）竣⼯。 

１１月 校⻑公舎竣⼯。 

１２月 校⻑公舎周辺ブロック壁の完成。 

昭和３５年 

１月 給食施設竣工し、２月から給食開始。（定時制も含む） 

４月 電気科１学級新設。（県教規第６号）（４０名） 

５月 正門完成。（門標題字 ⼩沢太郎元県知事） 

１１月 ⻄門通路、球技場、管理棟地階付属室、職員⾃転⾞置場完成。 

昭和３６年 

４月 ２号職員住宅（１８坪）竣⼯。 

６月 電気科実習棟第１期工事竣工。（１５９坪） 

９月 クラブハウス完成。（生徒活動で施工） 

１０月 創⽴４０周年記念式挙⾏。「七彩」刊⾏。 

昭和３７年 

３月 電気科実習棟第２期工事竣工。 

４月 
田布施町に分校を設け、工業技術科１学級新設。(４４名) 安⽥正夫校⻑着

任。（岩国⼯業⾼校⻑から） 

９月 ⽥布施分校に管理棟新設着⼯。 

昭和３８年 

３月 電気科実習棟４階増築竣工。田布施分校機械実習棟竣工。 

４月 電気科１学級増設。 

５月 
電気事業主任技術者資格検定規則の令により、第３種の第１次試験を免除する

学校として認定される。（通産省告⽰第１８１号） 

昭和３９年 

３月 田布施分校借用土地（２５，１６６ｍ２）購入し機械科実習棟増築竣工。 

４月 田布施分校機械科１学級増設。 

８月 中国５県工業教育研究集会開催。 

昭和４０年 
３月 電気科棟増築竣⼯。⽥布施分校管理棟竣⼯。 

４月 小田 栄校⻑着任。（美祢⼯業⾼校⻑から） 

昭和４１年 

２月 田布施分校屋内運動場竣工。 

１０月 
創⽴４５周年記念式挙⾏。新校旗作成。本校校地第２グランド２，８８５ｍ２

購入。 

昭和４２年 
 ３月 機械科実習室⼀部、便所新設。 

１０月 元太⽥校⻑胸像除幕式挙⾏。 

昭和４３年 

３月 機械科実習棟（Ⅱ）新設。機械科実習棟（Ⅰ）竣工。 

４月 
機械工場棟（Ⅱ）、（Ⅳ）、溶接工場棟の解体。伊藤 豊校⻑着任（南陽⼯業

⾼校⻑から） 

昭和４４年 ４月 田布施分校精密機械科１学級新設。(３３名) 

昭和４５年 ４月 工業化学科実習棟、変電室竣工。定時制工業化学科募集停止。 

昭和４６年 

２月 屋内運動場竣工。 

３月 
⽼朽屋内運動場兼講堂解体。⽥布施分校管理棟兼実習棟（鉄筋コンクリート造

３階建）竣工。 

９月 校是「愛と正義」の碑建⽴。 

１０月 
創⽴５０周年記念式挙⾏、並びに校舎改築落成式。初代後藤校⻑胸像除幕式

挙⾏。（再建） 

昭和４７年 

３月 柔剣道場改築竣工。 

６月 弓道場完成。 

９月 ⽥布施分校創⽴１０周年記念式挙⾏。 



昭和４８年 
３月 定時制課程工業化学科廃止。 

６月 本校テニスコート敷地２，２６９ｍ２購入。 

昭和４９年 
４月 ⽥辺謙吉校⻑着任。（下関⼯業⾼校⻑から） 

７月 寄宿舎、職員公舎廃⽌。⽣徒便所、渡り廊下完成。 

昭和５１年  ８月 特別教室棟竣工。 

昭和５３年 
 ４月 竹中 清校⻑着任。（下関⼯業⾼校⻑から） 

 ７月 献血運動推進全国大会（第１４回）にあたり厚生大臣より感謝状。 

昭和５４年 ８月 Ｃ－６２型ミニＳＬ製作、県博物館に寄贈･展示。 

昭和５５年 
２月 体育クラブ部室完成。（７２ｍ２） 

９月 本校プール竣工。 

昭和５６年 

２月 学校安全教育優良校として⽇本学校安全会⼭⼝⽀部より表彰。 

３月 本校運動場防球ネット完成。 

１０月 本校創⽴６０周年･⽥布施分校創⽴２０周年記念式挙⾏。 

昭和５７年 
３月 サッカーグランド場防球ネット完成。 

４月 定時制３年編⼊⽣暮集。原⽥茂⽣校⻑着任。（柳井⼯業⾼校⻑から） 

昭和５８年 １０月 ⻘少年⾚⼗字加盟継続３０年により⽇⾚本社より「⾦⾊有功章」を受章。 

昭和５９年 ４月 

⼯業化学科を化学⼯業科と名称変更。定時制聴講⽣を募集。⽥布施分校を分離

し、⽥布施⼯業⾼等学校として独⽴。益⽥福夫校⻑着任。（美祢⼯業⾼校⻑か

ら） 

昭和６０年 ８月 管理棟２階改築・職員室統合。 

昭和６１年 
９月 創⽴６５周年記念⾏事。（⽂化祭） 

１１月 創⽴６５周年記念⾏事。（体育祭） 

昭和６２年 
４月 伊藤健男校⻑着任。（下関中央⼯業⾼校⻑から） 

９月 「下工弁慶号」を下津井電鉄へ貸出す。 

昭和６３年 １０月 上⽔道切替⼯事。 

平成元年 １２月 職員便所増築完成。 

平成 ２年 ４月 テニスコートの移設完了。（所管替） 

平成 ３年 

２月 「栄光の碑」除幕式。（社団法人下松工業会から寄付） 

４月 阿部隆郎校⻑着任。（下関中央⼯業⾼校⻑から） 

１０月 創⽴７０周年記念式挙⾏。 

平成 ４年 ４月 機械科及び電気科の各２学級を各１学級に減、電子機械科を１学級新設。 

平成 ５年 

４月 石部 薫校⻑着任。（徳⼭⼯業⾼校⻑から） 

８月 
電⼦機械科実習室改築竣⼯。全国保健体育優良校受賞。⼭⼝県産業教育フェス

タロボットコンテストにおいて優勝。 

平成 ６年 
１０月 第４回全国産業教育フェア（京都大会）でベスト８及びアイデア賞受賞。 

１１月 山口県産業教育フェスタロボットコンテストにおいて優勝、準優勝。 

平成 ７年 ４月 化学工業科の２学級を１学級に減。 

平成 ８年 
４月 ⿊瀬孝夫校⻑着任。（下関⼯業⾼校⻑から） 

１１月 山口県産業教育フェスタロボットコンテストにおいてアイデア賞受賞。 

平成 ９年 
３月 普通教室棟改築竣工。 

１１月 山口県産業教育フェスタロボットコンテストにおいて準優勝。 

平成１０年 
３月 管理棟改築竣⼯。 

４月 兼⽥康史校⻑着任。（下関中央⼯業⾼校⻑から） 



１０月 
山口県高等学校ロボット競技大会において準優勝。第８回全国ロボット競技大会に

おいてベスト８及びアイデア賞受賞。 

平成１１年 ４月 
教育課程の基準改善のための教育研究開発学校に指定される。（Ｈ１１〜Ｈ１

３）（文初高第１８５号） 

平成１２年 １０月 公共下⽔道切替⼯事完了。 

平成１３年 

３月 
管理棟、普通教室棟及び校門周辺等庭園整備。（本校創⽴８０周年記念事業と

して同窓会より寄付） ２学期制、総合選択制の実施。 

１０月 創⽴８０周年記念式挙⾏。 

１２月 教育研究開発学校発表会。 

平成１４年 ３月 夜間照明設備２基増設。屋外⼥⼦便所新築。 

平成１５年 ４月 
鈴⽊基彦校⻑着任。（美祢⼯業⾼校⻑から）本年度新⼊⽣から機械科をシステム

機械科、電気科を情報電子科に学科改編。 

平成１7年 

３月 部室改築 

４月 藤井博明校⻑着任。（下関中央⼯業⾼校⻑から） 

５月 高校生ものづくりコンテスト「化学分析部門」中国大会第１位 

８月 山口県工業関係高等学校溶接競技会第１位 

平成１８年 

２月 フェンス設置⼯事完了 

６月 ⾼校⽣ものづくりコンテスト「電⼦回路組⽴部門」中国⼤会第７位 

７月 高校生ものづくりコンテスト「旋盤作業部門」中国大会第３位 

８月 

高校生ものづくりコンテスト「化学分析部門」中国大会第２位 

⼭⼝県ものづくり匠の卵競技⼤会「旋盤作業部門」第１位 

⼭⼝県ものづくり匠の卵競技⼤会「溶接作業部門」第３位 

平成１９年 

１月 ジャパンマイコンカーラリー全国大会出場 

６月 
高校生ものづくりコンテスト「化学分析部門」中国大会第１位 

高校生ものづくりコンテスト「化学分析部門」中国大会第１位 

８月 ⼭⼝県ものづくり匠の卵競技⼤会「溶接作業部門」第１位 

平成２０年 
１月 ジャパンマイコンカーラリー全国大会２名出場 

４月 村上正美校⻑着任。 

平成２１年 ２月 防球ネッ ト設置⼯事完了、屋内運動場耐震改修⼯事完了 

平成２３年  １ １月  創⽴９０周年記念 式典 

平成 ２４年 ４月 村中⼀雄校⻑着任。  

平成 ２５年  ８月  登山部 全国優勝 

平成 ２６年  ４月  上⽥晃久校⻑着任 

 

 

 


